
 

平成２４年度障害福祉サービス等報酬改定の概要（案） 

 

平成２４年１月３１日 

障害福祉サービス等 

報酬改定検討チーム 

 

第２ 各サービスの報酬改定の基本方向 

 

２．相談支援 

 

(1) 計画相談支援・障害児相談支援 

 

（評価体系） 
 
○ 基本報酬については、介護保険制度の居宅介護支援費との均衡を考慮して

設定されている現行のサービス利用計画作成費の基本報酬を踏まえて設定

する。その際、現行の特定事業所加算の算定要件は市町村の委託要件等を除

き指定要件に組み入れられることを踏まえ、特定事業所加算分を基本報酬に

組み入れて、報酬単位を引き上げる。  

 

○ 新規利用開始時や支給決定の変更時の計画作成については、介護保険制度

の初回加算を参考として、基本報酬を上乗せする。  

 

●計画相談支援の報酬体系【新設】 
 

サービス利用支援         １，６００単位／月 

継続サービス利用支援     １，３００単位／月 

特別地域加算           ＋１５／１００ 

利用者負担上限額管理加算   １５０単位／月 

 

●障害児相談支援の報酬体系【新設】 
 

障害児支援利用援助       １，６００単位／月 

継続障害児支援利用援助   １，３００単位／月 

特別地域加算           ＋１５／１００ 

利用者負担上限額管理加算   １５０単位／月 

 

（その他） 
 



○ 介護保険制度のケアプランが作成されている利用者に障害福祉のサービ

ス等利用計画の作成を求める場合であって同一の者が作成を担当する場合

には、利用者のアセスメントやモニタリング等の業務が一体的に行われるた

め、報酬上、所要の調整を行う。  

 

●計画相談支援と介護保険の居宅介護支援等との調整【新設】 
 

サービス利用支援 

［居宅介護支援費(要介護１・２)が併算定される場合］９００単位／月 

［居宅介護支援費(要介護３～５)が併算定される場合］６００単位／月 

［介護予防支援費が併算定される場合］    １，４８８単位／月 
 
継続サービス利用支援 

［居宅介護支援費(要介護１・２)が併算定される場合］６００単位／月 

［居宅介護支援費(要介護３～５)が併算定される場合］３００単位／月 

［介護予防支援費が併算定される場合］    １，１８８単位／月 

 

(2) 地域移行支援 

 

（基本的考え方） 
 
○ 地域移行支援は訪問相談や同行支援、関係機関との調整等を一体的に実施

するものであることから、報酬は包括的にサービスを評価する体系とし、計

画相談支援等と同様に、毎月定額の報酬を算定する仕組みとする。その上で、

特に支援が必要となる場合等については、実績に応じて報酬を算定する仕組

みとする。  

 

（毎月の包括的なサービスの評価） 
 
○ 毎月定額で算定する報酬については、利用者への訪問による支援（訪問相

談や同行支援）を週１回程度行うことを基本として、現行の補助事業におい

て自治体が設定している補助単価の例を参考に設定する。算定要件について

は、対象者の状況により関係機関とのケア会議や連絡調整等、利用者への訪

問による支援以外の業務負担が多くなる場合も想定されることから、利用者

への訪問による支援を少なくとも月２回以上行うこととする。  

 

●地域移行支援サービス費（仮称）【新設】 ２，３００単位／月 

 

（特に支援が必要となる場合等の評価） 
 
○ 特に業務量が集中する退院・退所月においては、さらに一定単位を加算す

ることとし、当該加算単位については、現行の補助事業で自治体が設定して



いる補助単価の例を参考に設定する。また、退院・退所月以外についても、

利用者への訪問による支援を集中的に実施した場合については、一定単位を

加算する。 

 

●退院・退所月加算（仮称）【新設】 ２，７００単位／月 

 

●集中支援加算（仮称）【新設】     ５００単位／月 
 
退院・退所月以外に月６日以上支援を行った場合に算定。 

 

○ 相談支援事業者の委託等による障害福祉サービスの体験利用や一人暮ら

しに向けた体験宿泊についても、報酬上評価する。具体的には、一定の上限

の下、支援日数に応じて算定する仕組みとし、報酬単位については、体験利

用の場合は日中活動系サービスの報酬を、体験宿泊の場合は共同生活援助

（グループホーム）・共同生活介護（ケアホーム）の体験宿泊の報酬を、そ

れぞれ参考に設定する。 

 

●障害福祉サービス事業の体験利用加算（仮称）【新設】 ３００単位／日 
 
障害福祉サービス事業の体験利用を行った場合に、開始日から３ヶ月以内

かつ１５日以内に限り算定。 
 
＊ 利用者が入所する障害者支援施設等の従事者が、体験利用日の日中に介護等の支援

を行った場合や体験利用に係る相談支援事業者との連絡調整等の支援を行った場合

には、当該障害者支援施設等の報酬として、日中部分に係る報酬の所定単位数に代え

て、障害福祉サービス事業の体験利用時支援加算（仮称）【新設】（３００単位／日）

を算定できることとする。 

 

●体験宿泊加算（Ⅰ）（仮称）【新設】 ３００単位／日 
 
一人暮らしに向けた体験宿泊を行った場合に、同加算（Ⅰ）及び（Ⅱ）を

併せて開始日から３ヶ月以内かつ１５日以内に限り算定。 

 

●体験宿泊加算（Ⅱ）（仮称）【新設】 ７００単位／日 
 
夜間支援を行う者を配置等して一人暮らしに向けた体験宿泊を行った場

合に、同加算（Ⅰ）及び（Ⅱ）を併せて開始日から３ヶ月以内かつ１５日

以内に限り算定。 
 
＊ 体験宿泊日については、利用者が入所する障害者支援施設等の報酬として、入院・

外泊時加算（Ⅰ）（Ｐ．２０参照）が算定できる。 

 

（その他） 



 
○ 中山間地域等に居住する者については、移動コストを勘案し、計画相談支

援等と同様に、特別地域加算を創設する。 

 

●特別地域加算【新設】 ＋１５／１００ 

 

(3) 地域定着支援 

 

（基本的考え方） 
 
○ 地域定着支援については、常時の連絡体制を確保するための報酬を毎月定

額で算定するとともに、緊急時の支援を行った場合に支援日数に応じて実績

払いにより評価する仕組みとする。 

 

（常時の連絡体制の確保の評価） 
 
○ 常時の連絡体制の確保の報酬については、現行の補助事業で自治体が設定

している補助単価の例を参考に設定する。 

 

●地域定着支援サービス費（仮称）【新設】 

［体制確保分］ ３００単位／月 

 

（緊急時の支援の評価） 
 
○ 緊急時の支援については、居宅への訪問や緊急時に相談支援事業所の宿直

室等で滞在型の支援を行った場合に、支援日数に応じて報酬を算定すること

とし、報酬単位については、現行の補助事業で自治体が設定している補助単

価の例や居宅介護の報酬を参考に設定する。 

 

●地域定着支援サービス費（仮称）【新設】 

［緊急時支援分］ ７００単位／日 
 
＊ １泊２日の支援を行った場合には２日分算定できる。 

 

（その他） 
 
○ 中山間地域等に居住する者については、移動コストを勘案し、計画相談支

援等と同様に、特別地域加算を創設する。 

 

●特別地域加算【新設】 ＋１５／１００ 

 


